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外務省の担当者に要請書を渡す京都府反核医師の会の
飯田哲夫先生（右）

２面へつづく

日本政府は核廃絶へ積極的役割を日本政府は核廃絶へ積極的役割を
外務省要請行動を実施外務省要請行動を実施

　近畿反核医師懇談会は、全国反核

医師の会と保団連非核・平和部会と

協力して、昨年 9 月 30 日、今年 2

月 24 日に外務省へ要請行動を実施

した。２回の行動はともに 10 人ず

つが参加。この要請は、国連で核兵

器禁止条約の交渉が本格的にスター

トするにあたって、日本も唯一の戦

争被爆国として核兵器廃絶に積極的

な役割を果たすよう求めたもの。２

月の行動に参加した原和人先生の報

告を紹介する。

　近畿反核医師懇談会、保団連非核・平和部会、反　近畿反核医師懇談会、保団連非核・平和部会、反

核医師の会は、２０１６年９月３０日初めて外務省核医師の会は、２０１６年９月３０日初めて外務省

への要請行動を行った。この時は、核兵器禁止条約への要請行動を行った。この時は、核兵器禁止条約

の交渉に向けた公開作業部会の後で、国連総会の前の交渉に向けた公開作業部会の後で、国連総会の前

という時期であり、日本国政府が核兵器廃絶に向けという時期であり、日本国政府が核兵器廃絶に向け

た交渉に対して積極的な行動を行うように要請し、た交渉に対して積極的な行動を行うように要請し、

外務省の増田課長補佐、村本外務事務官に対応して外務省の増田課長補佐、村本外務事務官に対応して

いただいた。いただいた。

　昨年の国連総会で、今年に核兵器禁止条約に関す　昨年の国連総会で、今年に核兵器禁止条約に関す

る交渉会議を開始するという決議案が圧倒的多数のる交渉会議を開始するという決議案が圧倒的多数の

加盟国の賛成で決議されたが、残念ながら日本は反加盟国の賛成で決議されたが、残念ながら日本は反

対し、２月１６日に核兵器禁止条約の交渉に関する対し、２月１６日に核兵器禁止条約の交渉に関する

準備会議も欠席した。こういう事態の中で、日本が準備会議も欠席した。こういう事態の中で、日本が

この核兵器禁止条約の交渉に参加するとともに、唯この核兵器禁止条約の交渉に参加するとともに、唯

一の戦争被爆国として核兵器の廃絶に積極的な役割一の戦争被爆国として核兵器の廃絶に積極的な役割

を果たすように再度要請を行った。を果たすように再度要請を行った。

　要請の内容は、　要請の内容は、

①唯一の戦争被爆国の政府として、核兵器の廃絶に①唯一の戦争被爆国の政府として、核兵器の廃絶に

向けて積極的な役割を果たすこと。向けて積極的な役割を果たすこと。

②核兵器禁止条約の交渉に、「核兵器の禁止に向け②核兵器禁止条約の交渉に、「核兵器の禁止に向け

た速やかな努力」を行う立場で参加すること。た速やかな努力」を行う立場で参加すること。

であった。であった。

　今回の要請も、近畿反核医師懇談会、保団連非核・　今回の要請も、近畿反核医師懇談会、保団連非核・

平和部会、反核医師の会の 3者で行い、全回と同様、平和部会、反核医師の会の 3者で行い、全回と同様、

参議院福山哲郎事務所を通して要請した。今回の要参議院福山哲郎事務所を通して要請した。今回の要

請には、近畿反核医師懇談会から、松井、浜松、藤請には、近畿反核医師懇談会から、松井、浜松、藤

田、岡林各氏、保団連非核平和部から中村氏、反核田、岡林各氏、保団連非核平和部から中村氏、反核

医師の会から飯田、中川、原各共同代表、保団連事医師の会から飯田、中川、原各共同代表、保団連事

務局から、本並、松本各氏が参加した。務局から、本並、松本各氏が参加した。

　なお、今回は外務省から軍縮不拡散・科学部軍備　なお、今回は外務省から軍縮不拡散・科学部軍備

管理軍縮課長の村上顯樹氏に対応していただき、古管理軍縮課長の村上顯樹氏に対応していただき、古
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川事務官も同席された。川事務官も同席された。

　最初に、飯田反核医師共同代表が要請団を代表し　最初に、飯田反核医師共同代表が要請団を代表し

て、要請文を村上課長に手渡した。て、要請文を村上課長に手渡した。

　要請は、中川共同代表の司会で開催し、最初に、　要請は、中川共同代表の司会で開催し、最初に、

私たちの要請に対しての回答をお願いした。私たちの要請に対しての回答をお願いした。

　村上課長は、「核兵器禁止条約の交渉参加につい　村上課長は、「核兵器禁止条約の交渉参加につい

ては、政府全体で検討中である。昨年の国連決議にては、政府全体で検討中である。昨年の国連決議に

対して日本は反対した。その理由は岸田外相がすで対して日本は反対した。その理由は岸田外相がすで

に説明しているが、核兵器国と非核兵器国の亀裂をに説明しているが、核兵器国と非核兵器国の亀裂を

一層深めるものと考え反対した。日本は、今後も核一層深めるものと考え反対した。日本は、今後も核

兵器国と非核兵器国との橋渡しをしていきたいと考兵器国と非核兵器国との橋渡しをしていきたいと考

えている」と答えられた。えている」と答えられた。

　これに対して、「何を検討しているのか。日本は　これに対して、「何を検討しているのか。日本は

唯一の戦争被爆国であり、そういう立場で、核兵器唯一の戦争被爆国であり、そういう立場で、核兵器

の廃絶に向けて頑張ってほしい」と要望した。さらの廃絶に向けて頑張ってほしい」と要望した。さら

に、「これまで日本は、核兵器国と非核兵器国の『橋に、「これまで日本は、核兵器国と非核兵器国の『橋

渡し』をするという立場で、核兵器の非人道性の共渡し』をするという立場で、核兵器の非人道性の共

同声明に賛成し、また、このような内容の決議に対同声明に賛成し、また、このような内容の決議に対

しては棄権をしてきた。今回の国連総会の決議におしては棄権をしてきた。今回の国連総会の決議にお

いて、日本国政府としての方針が変わったのか？」いて、日本国政府としての方針が変わったのか？」

という質問に対して、村上課長は、「今回の決議はという質問に対して、村上課長は、「今回の決議は

禁止であって、廃絶ではない。」「今までの決議は、禁止であって、廃絶ではない。」「今までの決議は、

一般的な希望を述べたものであったが、今回は、交一般的な希望を述べたものであったが、今回は、交

渉の日時も決められているように具体的な内容に渉の日時も決められているように具体的な内容に

なっており、今までと全く違う内容で、亀裂を一層なっており、今までと全く違う内容で、亀裂を一層

深めるだけのもので、この決議では実際には核兵器深めるだけのもので、この決議では実際には核兵器

の廃絶は進展しないということを表明する意味で反の廃絶は進展しないということを表明する意味で反

対した。実際核兵器国は反対している。」と説明さ対した。実際核兵器国は反対している。」と説明さ

れた。れた。

　また、「CTBT（包括的核実験禁止条約）や FMCT　また、「CTBT（包括的核実験禁止条約）や FMCT

（兵器用核分裂性物質生産禁止条約）なども、交渉（兵器用核分裂性物質生産禁止条約）なども、交渉

を積み重ねて出来上がってきている。今回の核兵器を積み重ねて出来上がってきている。今回の核兵器

禁止条約も決してまとまっているものではない、そ禁止条約も決してまとまっているものではない、そ

れも含めて積み上げていこうということが大事だ。れも含めて積み上げていこうということが大事だ。

交渉に参加して、論議していくということが大切だ」交渉に参加して、論議していくということが大切だ」

という提案に対して村上課長は、「昨年の公開作業という提案に対して村上課長は、「昨年の公開作業

部会での論議、進め方が最初に結論ありきだった」部会での論議、進め方が最初に結論ありきだった」

説明され、交渉の進め方に問題があるという認識で説明され、交渉の進め方に問題があるという認識で

あった。あった。

　「核兵器の非人道性についての認識は一致してい　「核兵器の非人道性についての認識は一致してい

ると思うが、現実的には積み上げが進んでいないこると思うが、現実的には積み上げが進んでいないこ

とが大きな問題となっている。核兵器の削減もこことが大きな問題となっている。核兵器の削減もここ

数年は足踏みしている。それどころかトランプの出数年は足踏みしている。それどころかトランプの出

現で、危険性が増している。終末時計も進められた。現で、危険性が増している。終末時計も進められた。

唯一の戦争被爆国として、日本が積極的な役割を果唯一の戦争被爆国として、日本が積極的な役割を果

たすべきではないか」という主張に対して、村上課たすべきではないか」という主張に対して、村上課

長は「公開作業部会では現実的処置を提案した。安長は「公開作業部会では現実的処置を提案した。安

全保障体制の問題の影響が大きい。安全保障環境の全保障体制の問題の影響が大きい。安全保障環境の

整備を前提に、核兵器の廃絶に向けての共同行動を整備を前提に、核兵器の廃絶に向けての共同行動を

行うという日本の提案は、禁止条約の交渉開始の議行うという日本の提案は、禁止条約の交渉開始の議

案の 123 より多い 167 の賛成で決議された。」と案の 123 より多い 167 の賛成で決議された。」と

述べられた。述べられた。

　また、「これまで NPT 条約交渉の中で核兵器国　また、「これまで NPT 条約交渉の中で核兵器国

が、核兵器の廃絶に向けた責任ある行動をとってこが、核兵器の廃絶に向けた責任ある行動をとってこ

なかったことが、核兵器禁止要約の提案につながっなかったことが、核兵器禁止要約の提案につながっ

たのではないか。現にＣＴＢＴも発効に至っていなたのではないか。現にＣＴＢＴも発効に至っていな

い。」という意見に対して、村上課長は、「非核兵器い。」という意見に対して、村上課長は、「非核兵器

国のフラストレーションは共有している。日本国政国のフラストレーションは共有している。日本国政

府も、核兵器国に非核兵器国の不満はことあるご府も、核兵器国に非核兵器国の不満はことあるご

とに伝えている。」、「そういった意味で 2020 年のとに伝えている。」、「そういった意味で 2020 年の

NPT 再検討会議の成功に向けて準備している」とNPT 再検討会議の成功に向けて準備している」と

述べられた。また、「核兵器禁止条約交渉は、地雷述べられた。また、「核兵器禁止条約交渉は、地雷

禁止条約の交渉とは全く違う。地雷禁止条約の時に禁止条約の交渉とは全く違う。地雷禁止条約の時に

は、地雷を持っている国も参加していた。今回は核は、地雷を持っている国も参加していた。今回は核

兵器国が参加していない。核兵器国と非核兵器国と兵器国が参加していない。核兵器国と非核兵器国と

の信頼関係がまったく欠如している。太陽と北風みの信頼関係がまったく欠如している。太陽と北風み

たいな状況だ。このような対立のままだと先が見えたいな状況だ。このような対立のままだと先が見え

ない。現実的な対応をしていきたい」と述べられた。ない。現実的な対応をしていきたい」と述べられた。

　さらに、「どんなフォーラムでも節目、節目での　さらに、「どんなフォーラムでも節目、節目での

交渉で、とことんまで協議してきた。いろいろ問交渉で、とことんまで協議してきた。いろいろ問

題があるが、論議の中で一定の合意を作ってきた。題があるが、論議の中で一定の合意を作ってきた。

2015 年の NPT 再検討会議では、ほとんど合意が2015 年の NPT 再検討会議では、ほとんど合意が

できていたのに、中東問題で合意ができなかった。できていたのに、中東問題で合意ができなかった。

2015 年合意ができなかったということが、今日、2015 年合意ができなかったということが、今日、

核兵器国と非核兵器国の深刻な対立が深まった要因核兵器国と非核兵器国の深刻な対立が深まった要因

だと思っている。2020 年の NPT 再検討会議でのだと思っている。2020 年の NPT 再検討会議での

合意に向けての努力を日本が行っているところであ合意に向けての努力を日本が行っているところであ

る」と述べられた。る」と述べられた。

　最後に、参加者から、今度の核兵器禁止条約への　最後に、参加者から、今度の核兵器禁止条約への

交渉に是非、日本が参加して、積極的役割を果たし交渉に是非、日本が参加して、積極的役割を果たし

てほしいということと、6月の反核医師の会の全国てほしいということと、6月の反核医師の会の全国

大会に、外務省から講演をお願いしたいこと、今年大会に、外務省から講演をお願いしたいこと、今年

の 9月にも、再度の要請を行いたい旨を要望して、の 9月にも、再度の要請を行いたい旨を要望して、

要請を終えた。要請を終えた。

【原　和人】【原　和人】
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9 条の会市民学習会9条の会市民学習会

永続敗戦を終わらせる永続敗戦を終わらせる

　九条の会・兵庫県医師の会は 2016 年９月 25 日に兵庫県保険医協会会議室で京都精華大学人文学部講師　九条の会・兵庫県医師の会は 2016 年９月 25 日に兵庫県保険医協会会議室で京都精華大学人文学部講師

の白井聡氏を講師に「『永続敗戦論』から平和憲法を考える」と題し、市民学習会を開催。医療関係者・市の白井聡氏を講師に「『永続敗戦論』から平和憲法を考える」と題し、市民学習会を開催。医療関係者・市

民ら 95 人が参加した。民ら 95 人が参加した。

　白井氏は、普天間基地移設問題で日米の意思が衝　白井氏は、普天間基地移設問題で日米の意思が衝

突し、日本側が敗北したので鳩山由紀夫政権の退陣突し、日本側が敗北したので鳩山由紀夫政権の退陣

劇につながったことと、福島第一原発事故で原発推劇につながったことと、福島第一原発事故で原発推

進体制における「無責任の体系」が露呈したという、進体制における「無責任の体系」が露呈したという、

二つの出来事から「戦後の核心」には「敗戦の否認」二つの出来事から「戦後の核心」には「敗戦の否認」

が見えてきたと考察。そのロジックから、日本が第が見えてきたと考察。そのロジックから、日本が第

二次世界大戦に負けたことを認めずに戦争を始めた二次世界大戦に負けたことを認めずに戦争を始めた

責任をとらず、反省もせず、延々と負け続ける「永責任をとらず、反省もせず、延々と負け続ける「永

続敗戦」の状態が戦後レジームを特徴づけていると続敗戦」の状態が戦後レジームを特徴づけていると

した。した。

　そして、永続敗戦のレジームの目的には、米国に　そして、永続敗戦のレジームの目的には、米国に

より免責 ･登用された旧支配層を傀儡勢力として活より免責 ･登用された旧支配層を傀儡勢力として活

用する「属国化」があり、それは旧支配勢力（ファ用する「属国化」があり、それは旧支配勢力（ファ

シズム勢力）の再登板によって日本を反共の砦とすシズム勢力）の再登板によって日本を反共の砦とす

る日米合作のプロジェクトであると解説。永続敗戦る日米合作のプロジェクトであると解説。永続敗戦

レジームの二面性として、世界に類を見ない特殊なレジームの二面性として、世界に類を見ない特殊な

対米従属と、寛大な賠償とすみやかな経済復興を遂対米従属と、寛大な賠償とすみやかな経済復興を遂

げたことによるアジア諸国への高姿勢があるとしげたことによるアジア諸国への高姿勢があるとし

た。た。

　白井氏は、永続敗戦レジームを可能にした条件で　白井氏は、永続敗戦レジームを可能にした条件で

ある冷戦構造は 90 年ある冷戦構造は 90 年

代前後には消滅し、こ代前後には消滅し、こ

の変化に適応できないの変化に適応できない

エリート層の買弁化とエリート層の買弁化と

国富の売り渡しによる国富の売り渡しによる

自己保身があるとし、自己保身があるとし、

安倍政権が目指す「戦安倍政権が目指す「戦

後レジームの脱却」の後レジームの脱却」の

内実として、新自由主内実として、新自由主

義政策と原発推進路線義政策と原発推進路線

へ回帰するアベノミクへ回帰するアベノミク

ス、新安保法制など軍事への傾斜・対米従属のいっス、新安保法制など軍事への傾斜・対米従属のいっ

そうの強化・対中韓関係の悪化、靖国参拝など歴史そうの強化・対中韓関係の悪化、靖国参拝など歴史

修正主義的言動、そして「憲法改正」への道として修正主義的言動、そして「憲法改正」への道として

国家緊急事態条項の追加による部分改憲から自民党国家緊急事態条項の追加による部分改憲から自民党

改憲草案への全面改憲が狙われているとした。改憲草案への全面改憲が狙われているとした。

　９条の会兵庫県医師の会では、講演の内容をまと　９条の会兵庫県医師の会では、講演の内容をまと

めたパンフレットを製作中。完成次第、反核医師のめたパンフレットを製作中。完成次第、反核医師の

会会員のみなさまのお手元にお届けする予定として会会員のみなさまのお手元にお届けする予定として

いる。いる。

九条の会・兵庫県医師の会
市民講演会

永続敗戦論から
平和憲法を
考える。

講師：白井 聡 氏（京都精華大学）

▲制作中のパンフレット（16P）▲制作中のパンフレット（16P）

戦後自民党政治による「永続敗戦レジーム」
を終わらせなければならないと訴える白井
聡先生（右）の講演に 95 人が参加した（左）



●反核医師の声●（4）

反核医師のつどい in 宮城反核医師のつどい in 宮城

核兵器も原発もない平和な日本を作ろう核兵器も原発もない平和な日本を作ろう

　全国反核医師の会は 11 月５・６日、東北大学で第 27 回反核医師のつどいを開催し、全国から医師・歯　全国反核医師の会は 11 月５・６日、東北大学で第 27 回反核医師のつどいを開催し、全国から医師・歯

科医師・医学生・医療関係者１９１人が参加した。反核医師の会から、川西敏雄、松岡泰夫、坂口智計各運科医師・医学生・医療関係者１９１人が参加した。反核医師の会から、川西敏雄、松岡泰夫、坂口智計各運

営委員、白岩一心先生が参加した。白岩理事の参加記を掲載する。営委員、白岩一心先生が参加した。白岩理事の参加記を掲載する。

　今年のメインテーマは、「震災・原発事故から５年。　今年のメインテーマは、「震災・原発事故から５年。

被災地に寄り添い考える核廃絶・脱原発」だった。被災地に寄り添い考える核廃絶・脱原発」だった。

　第１日目の記念講演は、北朝鮮との国交正常化交　第１日目の記念講演は、北朝鮮との国交正常化交

渉を担当した元外交官の美根慶樹先生が、核廃絶や渉を担当した元外交官の美根慶樹先生が、核廃絶や

軍縮について貴重なお話をなさった。一番印象的軍縮について貴重なお話をなさった。一番印象的

だったのは、核兵器の抑止力を今後どう議論すべきだったのは、核兵器の抑止力を今後どう議論すべき

か、核兵器の非人道性をどう世界規模で訴えていくか、核兵器の非人道性をどう世界規模で訴えていく

かの必要性の強調であった。かの必要性の強調であった。

　米ソ冷戦時代前から核兵器全面完全軍縮会議が　米ソ冷戦時代前から核兵器全面完全軍縮会議が

20年以上継続された経緯、世界の非核地帯として、20年以上継続された経緯、世界の非核地帯として、

南極、中南米、モンゴル、日本（非核三原則）が典南極、中南米、モンゴル、日本（非核三原則）が典

型と説明されたことは興味深い。核兵器が地球破壊型と説明されたことは興味深い。核兵器が地球破壊

につながる科学的根拠の発信、核の傘に守られる日につながる科学的根拠の発信、核の傘に守られる日

本の現状と核抑止力論の再議論の重要性を問われた本の現状と核抑止力論の再議論の重要性を問われた

ことも印象深い。「集団的自衛権の行使」についてことも印象深い。「集団的自衛権の行使」について

のお考えをお聞きしたが、昨年強行採決された安保のお考えをお聞きしたが、昨年強行採決された安保

法制は憲法違反であること、日本の平和的生存権が法制は憲法違反であること、日本の平和的生存権が

脅かされることから、集団的自衛権は必要ないとの脅かされることから、集団的自衛権は必要ないとの

見解を示された。北朝鮮に対しては、６カ国協議が見解を示された。北朝鮮に対しては、６カ国協議が

有効なこと、さらには北朝鮮と米国の直接交渉も今有効なこと、さらには北朝鮮と米国の直接交渉も今

後の課題とご説明があった。後の課題とご説明があった。

　２日目は、福島大学学長を務められた今野順夫先　２日目は、福島大学学長を務められた今野順夫先

生が、人間らしい生活の回復を主張された。私は、生が、人間らしい生活の回復を主張された。私は、

憲法 13 条・幸福追求権と憲法 25 条・生存権など憲法 13 条・幸福追求権と憲法 25 条・生存権など

憲法理念に基づく活動こそが、生活再建に必要不可憲法理念に基づく活動こそが、生活再建に必要不可

欠だとの池内前理事長の主張に基づく、兵庫協会の欠だとの池内前理事長の主張に基づく、兵庫協会の

議論と活動を紹介した。今野先生からは、災害を理議論と活動を紹介した。今野先生からは、災害を理

由にした、緊急事態条項を付与した憲法改正議論に由にした、緊急事態条項を付与した憲法改正議論に

は反対していこうと回答が得られた。は反対していこうと回答が得られた。

　東北大学名誉教室の大槻憲四郎先生は、地震大　東北大学名誉教室の大槻憲四郎先生は、地震大

国日本における原発の危険性について講演された。国日本における原発の危険性について講演された。

フィンランドやスウェーデン等社会的合意形成を大フィンランドやスウェーデン等社会的合意形成を大

切にした北欧型福祉国家が、国際競争力が強いこと切にした北欧型福祉国家が、国際競争力が強いこと

も見逃せないと締めくくられたことも忘れられなも見逃せないと締めくくられたことも忘れられな

い。い。

　２日間を通して、被災地の復興には、被災３県の　２日間を通して、被災地の復興には、被災３県の

正しい現状把握、コミュニティーの分断・破壊から正しい現状把握、コミュニティーの分断・破壊から

の真の復興が必要不可欠であること、マスコミの正の真の復興が必要不可欠であること、マスコミの正

しい報道の重要性、世界の流れは脱原発、そして温しい報道の重要性、世界の流れは脱原発、そして温

暖化防止に向けて動いていることを学んだ。暖化防止に向けて動いていることを学んだ。

　今後も核兵器廃絶や原発反対、環境・公害対策に　今後も核兵器廃絶や原発反対、環境・公害対策に

向けた運動に参加していきたいと強く思った。向けた運動に参加していきたいと強く思った。

【赤穂郡・白岩一心】【赤穂郡・白岩一心】

２日間にわたる反核医師のつどいに 191 人が参加した



●反核医師の声●（5）

兵庫県保険医協会兵庫県保険医協会

オスプレイ墜落に対して抗議オスプレイ墜落に対して抗議
　昨年 12 月 13 日、米軍輸送機「オスプレイ」が沖縄県名護市沿岸に墜落した事故とその後の日米両政府　昨年 12 月 13 日、米軍輸送機「オスプレイ」が沖縄県名護市沿岸に墜落した事故とその後の日米両政府

の対応を受け、兵庫県保険医協会は 1月 14 日の第 1051 回理事会で下記の抗議声明を採択した。抗議声明の対応を受け、兵庫県保険医協会は 1月 14 日の第 1051 回理事会で下記の抗議声明を採択した。抗議声明

を紹介する。を紹介する。
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●反核医師の声●（６）

核兵器禁止条約に反対した日本政府に抗議核兵器禁止条約に反対した日本政府に抗議
兵庫県保険医協会兵庫県保険医協会

　日本政府が国連で「核兵器禁止条約」交渉開始決議に反対したことを受け、兵庫県保険医協会は昨年 11　日本政府が国連で「核兵器禁止条約」交渉開始決議に反対したことを受け、兵庫県保険医協会は昨年 11

月 12 日の第 1048 回理事会で、安倍晋三内閣総理大臣と岸田文雄外務大臣宛ての抗議文を採択した。抗議月 12 日の第 1048 回理事会で、安倍晋三内閣総理大臣と岸田文雄外務大臣宛ての抗議文を採択した。抗議

声明を紹介する。声明を紹介する。
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〈反核医師の会の新年度会費納入をお願いします〉
反核医師の会は総会を開催しました。決定した新年度の方針

に基づき、活発に活動してまいりますので、会員の皆様は新

年度会費納入をお願いいたします。

（今号に振り込み用紙を同封しております）



●反核医師の声●（７）

共謀罪法案に反対する共謀罪法案に反対する
兵庫県保険医協会兵庫県保険医協会

　日本政府が国連で「核兵器禁止条約」交渉開始決議に反対したことを受け、兵庫県保険医協会は２月 25　日本政府が国連で「核兵器禁止条約」交渉開始決議に反対したことを受け、兵庫県保険医協会は２月 25

日の第 1053 回理事会で、抗議声明を採択した。声明を紹介する。日の第 1053 回理事会で、抗議声明を採択した。声明を紹介する。



●反核医師の声●（８）

反核医師の会運営委員会紹介反核医師の会運営委員会紹介

安倍政権に不安　武器による抑止に反対安倍政権に不安　武器による抑止に反対

　みなさん初めまして、兵庫県立尼崎総合医療センター心臓血管外科の大野暢久と申します。この度縁あっ　みなさん初めまして、兵庫県立尼崎総合医療センター心臓血管外科の大野暢久と申します。この度縁あっ

て反核医師の会の催しに参加させていただくようになりましたので簡単に自己紹介させていただきます。私て反核医師の会の催しに参加させていただくようになりましたので簡単に自己紹介させていただきます。私

の専門領域は後天性心大血管の外科治療全般ですが、現在特に興味を持って取り組んでいるのは弁膜症の形の専門領域は後天性心大血管の外科治療全般ですが、現在特に興味を持って取り組んでいるのは弁膜症の形

成術と低侵襲心臓手術です。成術と低侵襲心臓手術です。

　私はこれまで反戦、反核について能動的に思考するようなことはほとんどなかったのですが、先日催され　私はこれまで反戦、反核について能動的に思考するようなことはほとんどなかったのですが、先日催され

た池内了先生の加速される軍学共同研究のご講演のチラシがたまたま目に止まり、これは絶対聴講しなけれた池内了先生の加速される軍学共同研究のご講演のチラシがたまたま目に止まり、これは絶対聴講しなけれ

ばならないと言わば義務感を伴って参加させていただきました。何故今になって急にそのような気持ちが私ばならないと言わば義務感を伴って参加させていただきました。何故今になって急にそのような気持ちが私

の中に芽生えたのか、おそらく昨今の安倍政権の独裁的な傾向に言い知れぬ不安感を抱いていたからだと思の中に芽生えたのか、おそらく昨今の安倍政権の独裁的な傾向に言い知れぬ不安感を抱いていたからだと思

います。池内先生のお話をお聴きして世の中は目立たないところで着実に軍備の充実に向かっていることをいます。池内先生のお話をお聴きして世の中は目立たないところで着実に軍備の充実に向かっていることを

知り、自分の不安が的中していたことと共にその無知さ加減に愕然としました。それ以来、反戦、反核に関知り、自分の不安が的中していたことと共にその無知さ加減に愕然としました。それ以来、反戦、反核に関

する情報を積極的に得ようとアンテナを高くして今日に至ります。する情報を積極的に得ようとアンテナを高くして今日に至ります。

　反核に関しての思いですが、核兵器は大量殺人破壊兵器であるから許しがたいだけでなく、先般の原発事　反核に関しての思いですが、核兵器は大量殺人破壊兵器であるから許しがたいだけでなく、先般の原発事

故のように人類が核を完全にコントロールできるとは言い難いことに問題があります。そのような兵器を抑故のように人類が核を完全にコントロールできるとは言い難いことに問題があります。そのような兵器を抑

止力に使うことの異常さになぜ思いが至らないのか。個人の抑止力として銃の携帯が許されている米国の発止力に使うことの異常さになぜ思いが至らないのか。個人の抑止力として銃の携帯が許されている米国の発

砲事件報道を聞くにつけ、武器による抑止など誰も幸せにしないと感じます。ましてや悪の権化である核兵砲事件報道を聞くにつけ、武器による抑止など誰も幸せにしないと感じます。ましてや悪の権化である核兵

器では。器では。

　最後に、これから自分に何ができるか未だ分かりませんが、偏見を持たぬよう色々な方の意見に耳を傾け、　最後に、これから自分に何ができるか未だ分かりませんが、偏見を持たぬよう色々な方の意見に耳を傾け、

核兵器を持たず戦争をしない日本が日本であり続けるよう、そのためにはどうしたらよいか模索し続けたい核兵器を持たず戦争をしない日本が日本であり続けるよう、そのためにはどうしたらよいか模索し続けたい

と思います。これからもよろしくお願いいたします。と思います。これからもよろしくお願いいたします。

　新たに反核医師の会運営委員となった大野暢久先生から自己紹介文をお寄せいただいたので紹介する。　新たに反核医師の会運営委員となった大野暢久先生から自己紹介文をお寄せいただいたので紹介する。

原水爆禁止世界大会が長崎で開催されます
8 月 7 日（月）～ 9日（水）

　今年の大会は 2015 年核不拡散条約（NPT）再検討会議を受けて、
人道性の面から核兵器の廃絶を求める国際世論が高まる中で開
催されます。「生きているうちに核兵器のない世界を」の被爆者
の願いの実現へ、大きな役割を果たす大会にしなければなりま
せん。核兵器のない世界を願うすべてのみなさんが大会を支持
し、連帯の行動を起こし、大会に参加されるようよびかけます。

お申込みは兵庫県反核医師の会
( 担当事務局：栗山 TEL 078-393-1807, 

FAX 078-393-1802 mail: kuriyama-h@doc-net.or.jp) まで

尼崎・大野尼崎・大野暢久暢久



●反核医師の声●（９）
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●反核医師の声●（12）
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